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主論文  

Quantitative pretreatment EEG predicts efficacy of ACTH therapy in infantile 

epileptic spasms syndrome 

（乳児てんかん性スパズム症候群の治療前脳波に対する定量解析によるACTH療法の予後予

測） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は乳児てんかん性スパズム症候群の治療前脳波に対して、コンピューターを用い

た定量解析を行い、ACTH療法の予後との関連を検討したものである。その結果、予後不良

群においてデルタ帯域のrelative power spectrumが有意に高く、clustering 

coefficiencyが有意に低かった。また、weighted phase lag indexはデルタ、シータ、ア

ルファの各帯域において有意に高かった。この結果は、脳幹などの脳深部構造の機能にお

いて、予後不良群でより重度の障害が起こっていることを示唆する。本論文の内容は、予

後予測因子の乏しかった乳児てんかん性スパズム症候群において、新たな電気生理学的予

後予測因子を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 


